
通常の結晶には並進対称性があるためブロッホの定理によりブリルアン
ゾーンとバンドを導入することができる。そしてエネルギースペクトルに
ギャップが存在する時、そのギャップ以下の電子の状態数は占有バンドの数
を用いて系統的に数え上げることができる。
一方、準結晶には並進対称性が存在しないためブロッホの定理が適用でき

ず、ブリルアンゾーンやバンドといった周期系で有用だった概念が定義でき
ない。このような事情により、準結晶においてはギャップ以下の電子の状態
数を系統的に数え上げることは非自明な問題となる。
そこで本講演では、準結晶と高次元量子ホール系との対応関係を用いるこ

とにより、準結晶におけるギャップ以下の電子の状態数を高次元ブリルアン
ゾーンで定義されるチャーン数で数え上げることが可能であることを示す。
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